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今年も花粉症のシーズンが来ました。コロナ感染症の感染状況も気になる

ところで、くしゃみ、咳などの症状に気を遣うことも多い時期ですね。 

今回は花粉症についてまとめてみました。 

花粉症とは？ 

花粉症とは花粉を吸い込んだりすることで「くしゃみ」「鼻水」「鼻づまり」等の症状を引き起こすアレルギー性鼻炎の

ひとつです。 花粉症はさまざまな花粉で発症しますが、その代表的なものが春のスギ花粉症です。 

花粉症の症状 

花粉症の症状は、水のような「鼻水」と、繰り返す「くしゃみ」、「鼻づま

り」が３大主徴です。目にもかゆみや異物感が生じ、花粉飛散量に比例

して症状が悪化する傾向があります。鼻症状は呼吸がしづらくなるた

め、集中力の低下やよく眠れないなど、勉強や仕事、家事に大きな影

響を及ぼします。 

花粉の飛散時期 

関東は常に何らかの花粉が飛散し、花粉の種類も多く、飛散期間も長い

のが特徴です。2～4 月に順次飛散ピークがくる最もメジャーなスギや

ヒノキだけでなく、5 月がピークのイネ科花粉や、ブタクサ属など秋の花

粉も、他のエリアより長く多く飛散しています。また、ハンノキ属の花粉

も 1～6 月に飛散するなど、一年を通して花粉症のリスクが高いエリア

です。 

花粉症対策 

発症していない人だけではなく、発症した人は

症状を重くしないためにも、外出時には、とにか

く花粉に触れないことが大切です。サングラス

やメガネ、マスク、帽子、そしてツルツルとした花

粉を落としやすい服装を心がけましょう。帰宅し

たら、玄関に入る前に花粉を払い、うがいや顔

を洗う習慣をつけましょう。 

花粉症は早めの対策が必要です。病院に受診し

て、症状に応じて処方してもらいましょう。 

 

 

 

 

2022年ｖｏｌ.17 

 

 

当院を受診される場合は  鼻水・くしゃみなど様々な症状    → 内科 

特に皮膚の症状（肌あれなど）が辛い → 皮膚科 

 

 

＊with コロナ＊ 
・空気清浄機を利用 
・換気は花粉の少な
い早朝や夜にする 

 

 

＊with コロナ＊ 
・目をこすらない 
・くしゃみが出そう
な時は必ずマスク
を！ 

 



レントゲンや CTの検査を受ける際に『放射線ってよくわからなし、被ばくす

るの怖い』『CTの検査をこれまでに何度も受けているけれど、癌にならないか

しら？』という患者さんの声をよく聞きます。 

放射線って見えないので怖いですよね？ということで今回は 

生活習慣と放射線検査の発がんリスクを比べてみました。 

放射線検査VS日常生活 

右の図に、生活習慣による発癌リスクがどれほどあるかをまと

めてみました。そしてその値を胸の CTの検査に換算すると… 

喫煙・大量飲酒 ≒ CT約 140～280回 

肥満・運動不足 ≒ CT 約 30～70回 

野菜不足・受動喫煙 ≒ CT約 15～30回 

上の回数の胸の CT 検査を一日の短時間に受ける放射線量に相

当します。1日にこんな回数 CTの検査を受ける事なんてことは

あり得ないですよね？ 

※CT 検査の内容、撮影部位によって影響は異なります。 

CT検査でがんになるって本当ですか？ 

健康診断などで放射線検査を受ける方の中には、身体への影響を心配される方がいらっ

しゃいます。ですが上に示した通り、生活習慣の発癌リスクと比べると、放射線検査は

意外とリスクが低いことが分かります。 

放射線は目に見えず、身体にどのような影響があるか未だよくわかっておりません。 

もちろん被ばくは極力しない方が安心ですが、検査をする際はリスクよりも画像診断に

よるメリットが上回った時に施行しています。安心して受けていただけますと嬉しいで

す。放射線科一同、日々精進していきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

平和病院放射線科 

CTでがんになるって本当ですか？ ～放射線検査 VS 日常生活～編 

 

大量飲酒も！（毎日 3 合以上） 

 

こんにちは！平和病院放射線科です！ 

当院では 5 人の技師が、主にレントゲン、マンモグラフィ、胃のバリウム、

CT、MRI 等を使用して日々検査をしております。今回は検査の際に皆さんに

少しでも安心して検査を受けていただくために、生活習慣の観点から放射線検

査についてご紹介します。 

 


